意見
市場外流通の増大による取扱高の減少や多様な消費者ニーズへの対応など、市場を取り巻く環境が大きく変化する中、平成16年６月には、卸売市場法が改正され、規制緩和や物流の効率化、品質管理の高度化を図ることとされており、今後、市場間の競争は一層激しくなると予想されている。

大阪府中央卸売市場においては、平成16年３月に策定した「大阪府中央卸売市場経営改善計画（案）」に引き続き、平成18年３月に平成21年度を最終年度とする「大阪府中央卸売市場中期経営計画」を策定し、経営の健全化に取り組んでいる。
しかし、平成18年度の中央卸売市場事業会計は、１億4,800万円の単年度赤字となり、累積欠損金が約117億円になるなど、依然、厳しい経営状況が続いている。今後、より効率的・効果的な市場運営を図るとともに、市場を取り巻く環境変化に対応するため、次の点に取り組まれたい。

１　市場の活性化について

累積欠損金の増加や、市場外流通の増大及び市場間競争の激化など、市場を取り巻く環境は一層厳しさを増している。このため、市場を今後どう活性化していくのか、大阪府の関係部局、近隣事業者との意見交換を図るなど、具体的な方策について検討されたい。
また、行政のスリム化、更なる経費の削減を図る観点から、施設管理のあり方について、指定管理者制度の検討など民間的経営手法を活用した取組みを推進されたい。

２　未利用地の有効活用について

市場施設の利便性向上と併せ経営改善に資するため、旧花き市場予定地について、平成19年３月に有効活用事業の提案公募を行い、８月には最優秀提案者を決定し、平成19年度中に契約を締結することになるが、適切な事業実施を進めるとともに、将来の市場のあり方を踏まえ、更なる未利用地等施設の有効活用を図られたい。
３　ごみ処理経費の縮減及び生ごみ高速減容化処理システム(コンポスト)事業について

ごみ処理経費については、市場管理費の３分の１を占めるなど多額であり、赤字の要因ともなっているため、廃棄物処理業務委託料の減額等について関係機関に強く働きかけるなど、経費の縮減に努められたい。また、コンポスト事業については、一次発酵処理物の堆肥化業務が中断しているが、堆肥化の実現に向けて更に努力されたい。
４　未収金について

施設使用料等に係る未収金については、残高が増加していることから、今後、マニュアル等を活用し、保証金の充当も含め、積極的な回収に取り組まれたい。
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